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○ 産学官連携体制図

○ 成 果 事 例

体制図

・構成概要
産官学連携・知的財産セン

ターは、共同研究開発センター
を改組し、平成15年度から大
学知的財産本部の機能を果たし、
平成16年にベンチャー・ビジ
ネス・ラボラトリーを統合しま
した。平成17年度のスーパー
産学官連携本部事業採択により、
学長を本部長とした大学戦略本
部を設置しました。
・特徴
本学は、産学官連携活動を、大
学のミッションである教育、研
究、新技術・産業創出の全てを
駆動する原動力と位置づけ、全
学的な視野に基づいて学長が
リーダーシップを発揮できる体
制としました。企業等との共同
研究の拡大、基本特許の国際的
な権利取得と活用、国際的なイ
ノベーション推進人材の育成な
ど、グローバル産学官連携活動
の強化を図っています。
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産官学連携・知的財産センター
センター長（教授・評議員）

学長

大学戦略本部
本部長 学長

◆統括、指揮
室長（センター長が
兼任） 1名
専任教授 4名

＜事務組織＞
室長 1名
事務職員 4名
事務補佐 7名

◆大学発ベンチャー支
援、地域ネット
教授（兼務）1名
インキュベーションマ
ネージャー 1名
産学連携研究員 1名
事務補佐 1名

◆特許出願、権利化、
知的財産の活用
教授（兼務）1名
国際知財人材 3名
特許技術者 1名
事務補佐 1名

◆共同研究等、競争的
資金の獲得、情報発信
◆海外企業との窓口
教授（兼務）1名
コーディネータ 3名
産学連携研究員 1名
研究支援推進員 1名
事務補佐 1名

専
門
職
大
学
院

技
術
経
営
研
究
科

連携

体制図

・構成概要
産官学連携・知的財産セン

ターは、共同研究開発センター
を改組し、平成15年度から大
学知的財産本部の機能を果たし、
平成16年にベンチャー・ビジ
ネス・ラボラトリーを統合しま
した。平成17年度のスーパー
産学官連携本部事業採択により、
学長を本部長とした大学戦略本
部を設置しました。
・特徴
本学は、産学官連携活動を、大
学のミッションである教育、研
究、新技術・産業創出の全てを
駆動する原動力と位置づけ、全
学的な視野に基づいて学長が
リーダーシップを発揮できる体
制としました。企業等との共同
研究の拡大、基本特許の国際的
な権利取得と活用、国際的なイ
ノベーション推進人材の育成な
ど、グローバル産学官連携活動
の強化を図っています。

大学等名 ：国立大学法人東京農工大学

戦略企画室戦略企画室

教育関係国際関係
大
学
院
（
農
学
研
究
院
、
工
学
研
究
院
）

連携

担当副学長

国際知的財産部国際知的財産部

地域連携室地域連携室

産官学連携推進部産官学連携推進部
（国際リエゾン）（国際リエゾン）

研究支援・産学連
携チーム

総合戦略調整室総合戦略調整室

連携

学外機関

海外リ
エゾン
拠点

国
・
自
治
体
等

農工大TLO

国
内
外
の
企
業

マッチング
強化（特許
マーケティ

ング）

渉外・マーケ
ティング

連携

共同研究
受託研究

連携

研究・産学官連携関係

東京農工大学

国際センター
大学教育
センター

連携

産官学連携・知的財産センター
センター長（教授・評議員）

学長

大学戦略本部
本部長 学長

◆統括、指揮
室長（センター長が
兼任） 1名
専任教授 4名

＜事務組織＞
室長 1名
事務職員 4名
事務補佐 7名

◆大学発ベンチャー支
援、地域ネット
教授（兼務）1名
インキュベーションマ
ネージャー 1名
産学連携研究員 1名
事務補佐 1名

◆特許出願、権利化、
知的財産の活用
教授（兼務）1名
国際知財人材 3名
特許技術者 1名
事務補佐 1名

◆共同研究等、競争的
資金の獲得、情報発信
◆海外企業との窓口
教授（兼務）1名
コーディネータ 3名
産学連携研究員 1名
研究支援推進員 1名
事務補佐 1名

専
門
職
大
学
院

技
術
経
営
研
究
科

連携

新蓄電技術として期待される世界最高水準のナノハイブリッドキャパシタ

従来のカーボンナノファイバーにかえて、高純度、高比表面積、
かつ将来量産化可能な単層（シングルウォール）カーボンナノ
チューブを使用した。現行の電気二重層キャパシタに比べ、エネル
ギー密度で4..5倍、出力密度で3.8倍の性能のキャパシタ作製に
成功した。

東京農工大学直井勝彦研究室と日本ケミコン (株）は、チタン
酸リチウム等の結晶構造をナノレベルで制御した「ナノハイブ
リッドキャパシタ」の研究開発を進め、エネルギー密度、出力密
度で世界最高性能のキャパシタ開発に成功した。20Wh/Lのエネ
ルギー密度を超えたため、二次電池や燃料電池のアシスト用途の
キャパシタの普及を後押しするだけでなく、電気自動車、鉄道車
両、太陽光・風力発電設備など、省エネルギー化や自然エネル
ギーの有効活用を目的とした新市場を開拓するものである。日本
ケミコンが2011年春にサンプル出荷する。

済州ウォーターのアトピー性皮膚炎および2型糖尿病予防効果に関する学術研究
Research for prophylactic effect of Jeju ground water for atopic dermatitis and type Ⅱ diabetes

東京農工大学松田浩珍研究室の研究成果である、アトピー性皮膚炎
自然発症モデルNC/NgaTndマウス及び実験動物のかゆみ行動定量化シ

ステムに注目した済州特別自治道開発公社から、バナジウム含有量の
高い済州ウォーターのアトピー性皮膚炎への改善効果を定量的に実証
するための調査・学術研究を受託した。

済州特別自治道開発公社は、「済州三多水」という商品名の済州島
天然地下水を製品開発し、すでに韓国内にて発売を開始している。

アトピー性皮膚炎は、増悪・寛解を繰り返す、掻痒のある湿疹を主病
変とする疾患であり、患者の多くはアトピー素因を持つ。

患者では皮膚バリア機能の不全により、抗原物質が侵入しやすく、侵
入した抗原により強いかゆみや複雑な免疫反応が誘導される。

アトピー性皮膚炎を予防し、症状を緩和させる予防策としてバナジウ
ムを含有した済州ウォーターの飲用による効果が期待される。

バナジウム水には2型糖尿病の血糖値降下作用も期待されており、今
年度は2型糖尿病モデルマウスを用いた試験も実施予定である

既に、飲用しているアト

ピー患者の症状が改善した

との評判で販売が開始され

ている済州島地下天然水の
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